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（論文審査の要旨） 
【目的】Sessile serrated adenoma/polyp（SSA/P）は大腸癌の前駆病変として注目され
ているが，内視鏡的に Hyperplastic polyp（HP）との鑑別が問題となる．SSA/P と HP
における拡大内視鏡観察の有用性について検討した．【方法】2010 年 6 月から 2012 年 5
月までに昭和大学病院で内視鏡的に切除し得た SSA/P または HP と診断された 140 病変
を対象とし，臨床病理学的所見・内視鏡所見を比較検討した．拡大内視鏡所見の検討項目
1）pit pattern，2）Type II open-shape (Type II-O) pit pattern，3）varicose microvascular 
vessel（VMV）を解析した．【結果】140 病変のうち，27 病変は内視鏡所見が不十分なた
め除外し，最終的に 113 病変（SSA/P 68 病変，HP 45 病変）について検討を行った．SSA/P
は，右側大腸（85%）に局在し，II 型 pit pattern（99%）を示す病変の頻度が高かった．
一方，HP は左側大腸（51%）にわずかに多かった．Type II-O pit は 51 病変（SSA/P 44
病変，HP 7 病変，P＜0.01）で認められた．VMV は SSA/P で 25 病変（37%），HP で 12
病変（27%）と有意差を認めなかった．Type II-O pit を用いた SSA/P 診断の感度，特異
度，陽性的中率，陰性的中率，正診率は 65%，84%，86%，61%，73%であった．対照的
に VMV では各々37%，73%，68%，43%，51%であった．【結語】Type II-O pit は SSA/P
と HP の鑑別において，有用であると推定される．  
本論文により鑑別所見が立証され学術的に価値があり，学位論文に値すると判断した。 
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